
 

犬の糞の放置禁止に対する再周知 

犬の飼い主が守るべきこと ～犬に多いトラブルを防ぐために～ 

最近、自治会区域内において犬の糞の放置が散見されております。 

会員の皆様におかれましては、衛生維持、住民の方々の快適な生活の為、散歩時の犬の 

糞は忘れずにご自身でお持ち帰りいただき、適切に処理していただきますよう、改めてお

願い申し上げます。 
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吠え声が他人の迷惑にならないように注意しましょう 
 

犬が頻繁に吠えると、周囲の人にとっては迷惑になります。吠える理由を見極めて原因

から対処することが大切です。しつけの本を読んだり、訓練士などに相談して対処しま

しょう。高齢による認知障害の夜鳴きの場合は、獣医師に相談しましょう。 

ふん尿の始末は必ず行いましょう 
 

排泄を家で済ませてから、散歩に出掛けるようにしましょう。屋外でふんをした場合は、 

必ず持ち帰りましょう。犬小屋の周囲など、普段、犬がいる場所の排泄物はすぐに片付

けましょう。排泄物の放置は不衛生で、誰にとっても不快です。 

屋外に犬を連れて行くときは、必ずリードをつけましょう 
 

犬の行動を制御できる人がリードを持ちましょう。普段はおとなしい犬でも、リードを 

放してしまうと逃げたり、人に咬みつくことがあります。犬による咬傷事故のうち 98％ 

が飼い犬によるものです。危害を加えるおそれが高い犬を外に連れ出す場合には特に

注意し、時間帯や場所にも配慮しましょう。 

※環境省ホームページより抜粋

（https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/pamph/h2708a/pdf/full.pdf） 
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